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過
去
３
年
間
、
会
員
の
皆

様
に
は
会
報
誌
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
閲
覧
し
て
い

だ
く
こ
と
が
経
費
削
減
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
６

０
歳
以
上
の
方
に
の
み
会
報

誌
を
郵
送
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
、
Ｈ
Ｐ
を
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
会

報
誌
で
は
伝
え
き
れ
な
い
対

談
や
ト
ピ
ッ
ク
、
投
稿
文
な

ど
を
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｈ

Ｐ
の
閲
覧
者
数
は
期
待
し
た

ほ
ど
は
伸
び
ず
、
同
窓
会
の

情
報
を
よ
り
多
く
の
会
員
の

方
に
伝
え
た
い
と
い
う
所
期

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
新
執
行
部
で
は
、
改
め

て
同
窓
会
の
存
在
を
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ま

た
、
同
窓
会
の
最
新
活
動
情

報
を
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
住
所
が
判

明
し
て
い
る
２
万
名
弱
の
全

て
の
会
員
に
郵
送
す
る
こ
と

と
し
た
次
第
で
す
。

今
年
度
よ
り
同
窓
会
は
新

し
く
内
野
大
三
郎
会
長
（
４

１
回
生
）
を
迎
え
大
き
く
若

返
り
ま
す
。
内
野
会
長
は

「
温
故
知
新
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
同
窓
会
の

「
古
き
良
き
」
を
残
し
つ
つ
、

先
進
性
と
親
和
性
と
を
兼
ね

備
え
た
同
窓
会
運
営
に
心
が

け
る
、
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
３
４
号
の
発
行

が
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
、
新

体
制
へ
の
引
き
継
ぎ
作
業
の

遅
れ
等
に
よ
り
予
定
よ
り
遅

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆

様
に
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://johoku-obkai.
com

/

今
号
は
全
同
窓
生
に

郵
送
し
て
い
ま
す

スマホをかざして
みてください

1970年卒第22回生
校風副委員長
高3時に東京代表として関東大
会に出場。大学卒業後、42年間
城北学園に奉職。1986年の全
国大会に東京代表として、後輩
である部員達と出場を果たす。
城北魂は今でも健在！

2009年卒第61回生
城北の教員をしており、顔だけで
何部の顧問か当ててもらえます。
最近姪っ子が産まれておじさんに
なりました。日々妹から送られて
くる姪の写真でニコニコしていま
す。

1980年卒第32回生
会社経営の傍ら都内の高校で
非常勤で教壇に立っています。
若い世代から熱い「エネルギー」
と新たな「気づき」を授かり、
1６年前の保護猫３匹からも多
くの学びを得る日々です。

1984年卒第36回生
弓道と勉強に専念した３年でした。
今は、相続を専門とする司法書士
事務所を経営しております。これ
を天職と思って取組んでいます。
母校のことが大好きです。

1960年卒第12回生
陸上部
卒業後、昭和40年日本航空(株)入
社、平成12年同社常務取締役を経
て、(株)ジャルセールスネットワー
ク代表取締役社長。城北学園前評
議員、現在は、同窓会監事。現役
パイロットOB座談会主宰（同窓
会HPに詳細あり）。常任幹事運営
委員会歴約10年。

1990年卒第42回生
ラグビー部
卒業後、ラグビー部のコーチと合
わせてOB会に携わっています。
2015年よりOB会会長に就任しま
した。年に２回行われるOB戦には
未だにプレイヤーとして参戦して
います。

幹事長
嶋野 春男

副幹事長
村上善美

第
８
代
同
窓
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
内
野
大
三
郎
（
第
４
１
回
生
）

で
す
。

昭
和
５
８
年
に
城
北
中
学
に
入

学
、
６
年
間
水
泳
部
で
水
球
を
し

て
い
ま
し
た
。
中
学
３
年
時
に
は

全
国
優
勝
を
、
高
校
３
年
間
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
に
出
場
し
、

３
年
時
に
は
東
京
都
代
表
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
て
参

り
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
卒
業
後
、

２
年
間
の
浪
人
生
活
を
経
て
、
日

本
大
学
法
学
部
に
一
年
在
籍
、
中

央
大
学
法
学
部
法
律
学
科
に
３
年

在
籍
（
そ
の
後
、
学
員
に
加
入
）
、

早
稲
田
大
学
法
学
部
を
４
年
半
か

け
て
卒
業
し
ま
し
た
。

平
成
１
７
年
に
行
政
書
士
登
録

を
し
、
翌
年
に
宅
地
建
物
取
引
士

と
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

城
北
学
園
の
校
訓
で
あ
る
「
着

実
・
勤
勉
・
自
主
」
は
、
ご
存
知

か
と
思
い
ま
す
が
、
教
育
目
標
が
、

「
人
間
形
成
と
大
学
進
学
」
で
あ

る
と
言
う
こ
と
は
、
在
学
中
も
卒

業
後
も
意
識
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
校
は
「
社
会

を
支
え
、
社
会
を
導
く
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
人
間
、
社
会
を

支
え
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と

の
で
き
る
人
間
の
育
成
」
を
す
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と

を
念
頭
に
学
園
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

自
由
と
規
律
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

校
風
に
、
な
る
ほ
ど
納
得
が
い
く
こ

と
も
多
々
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

城
北
学
園
同
窓
会
は
、
卒
業
時
に

一
括
し
て
同
窓
会
費
を
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、
全
員
が
加
盟
す
る
組
織
で

す
。
個
人
情
報
が
大
切
に
さ
れ
る
あ

ま
り
、
希
薄
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
同

窓
と
の
つ
な
が
り
が
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
到
来
を
受
け
、
む
し
ろ
か
つ
て

以
上
に
太
い
つ
な
が
り
が
出
来
や
す

く
な
っ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
次
々

に
現
れ
て
は
消
え
る
Ｉ
Ｔ
技
術
に
追

い
つ
き
続
け
る
の
は
、
年
齢
と
共
に

徐
々
に
苦
労
が
増
え
て
き
ま
す
。
私

は
、
同
窓
会
運
営
に
当
た
り
、
「
温

故
知
新
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
先
輩

諸
兄
の
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
守

り
つ
つ
も
大
胆
に
先
進
的
な
技
術
を

躊
躇
な
く
導
入
し
、
母
校
発
展
に
寄

与
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
世
間
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
に
伴
い
、
経
費
節
約
の
た

め
、
６
０
歳
以
上
の
同
窓
生
へ
送
付

対
象
を
絞
り
会
報
誌
の
送
付
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
広
報

の
充
実
を
図
る
た
め
、
若
年
層
に
対

し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
周

知
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
学

校
情
報
や
同
窓
会
活
動
の
御
報
告
な

ど
を
随
時
し
て
い
く
予
定
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
に
限
り
、

同
窓
会
報
を
住
所
が
判
明
し
て
い
る

全
世
代
の
同
窓
生
（
１
９
５
９
２
名

令
和
４
年
１
２
月
現
在
）
へ
と
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
以
後
は
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
に
戻
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
担
当
の
尽
力
に
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
も
不
定

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
配
信
予
定

で
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

で
き
る
住
所
変
更
手
続
き
も
簡
単

に
出
来
ま
す
の
で
、
是
非
多
く
の

皆
様
の
ア
ク
セ
ス
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

母
校
の
発
展
の
た
め
又
在
校
生

が
夢
や
希
望
を
持
つ
た
め
に
は
、

同
窓
生
の
活
躍
が
一
番
の
励
み
に

な
り
ま
す
。
同
窓
諸
兄
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
社
会
貢
献
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
人
物

紹
介
な
ど
、
御
協
力
い
た
だ
け
る

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
と
も
ご
紹
介
な
ど
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
人
生
の
困
難
に
あ
っ
た
時

に
は
、
ご
自
身
の
「
立
つ
と
こ
ろ

を
深
く
掘
り
下
げ
よ
（
ニ
ー
チ
ェ
）
」

と
申
し
ま
す
と
お
り
、
ご
自
身
の

人
格
形
成
の
原
点
た
る
城
北
学
園

の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、

末
永
き
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

若
返
り
で
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

副会長
石川雅弥

1961年卒第13回生
2000年代初めより同窓会に関与。
パソコンの導入、名簿の管理、会
報誌の発行、ホームページの立ち
上げや規約の改正等に深く関わる。
３代目の杉崎会長から内野会長ま
で６代の会長に仕える。

会計
大庭純

書記
神谷直

監事
岡崎俊城

監事
高瀬一彰
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加藤健治さん（第6代学校長・学園長）
『仰げば北斗 正月遊戯Ⅱ』
発行：角川文化振興財団 2022年3月
定価：税込2,700円
著者：加藤草太郎（そうたろう）
※草太郎は故 加藤健治元校長の俳号

鈴木斎彦さん（1999年卒・第51回生）
『新しい高校教科書に学ぶ大人の教養 地理総合』
発行：秀和システム 2022年8月18日
定価：税込1,650円
関連記事：https://johoku-obkai.com/graduate/1543/

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
人
工
芝
に

第
８
１
回
文
化
祭

一
般
参
加
者
を
入
れ
て
開
催

校
内
の
展
示
で
は
、
飲
食
関
連
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
展
示
内
容
で
活
況
を
呈
し
、
ま

た
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
好
評
で
し
た
。81年の文化祭の歴史で初となるコースター

全
国
大
会
優
勝

少
林
寺
拳
法
部

少林寺拳法部演武城北学園ホームページより

同
窓
生
の
書
籍
・
雑
誌

創
立
８
０
周
年
事
業
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝

化
工
事
が
２
０
２
２
年
９
月
１
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
総
面
積
は
１
万
㎡

で
、
東
京
都
２
３
区
内
の
高
校
で
は

最
大
級
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
１
０
月
１
日
（
土
）

２
日
（
日
）
の
両
日
、
第
８
１
回
文

化
祭
が
３
年
ぶ
り
に
一
般
参
加
者
を

入
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
第
７
９

回
、
第
８
０
回
文
化
祭
で
は
、
一
般

の
方
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

よ
っ
て
来
校
で
き
ず
、
リ
モ
ー
ト
で

の
み
文
化
祭
の
出
展
を
閲
覧
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
事
前
予

約
制
か
つ
午
前
・
午
後
の
完
全
入
れ

替
え
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
校
が

認
め
ら
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

校門アーチと垂れ幕

１
９
４
８
年
（
昭
和
２
３

年
）
卒
業
の
旧
制
４
回
生
で
、

今
年
９
４
歳
に
な
ら
れ
る
同

窓
生
か
ら
、
城
北
の
逍
遥
歌

と
校
歌
を
歌
っ
て
人
生
の
糧

と
し
た
い
、
と
い
う
内
容
の

手
紙
が
学
園
に
あ
り
ま
し
た

の
で
、
歌
詞
と
楽
譜
を
掲
載

し
ま
す
。

１
９
４
１
年
（
昭
和
１
６

年
）
の
旧
制
城
北
中
学
校
創

立
か
ら
５
年
後
の
１
９
４
６

年
（
昭
和
２
１
年
）
に
、
学

園
の
校
歌
は
で
き
ま
し
た
。

２
代
目
校
長
の
近
藤
薫
明
先

生
と
國
學
院
大
学
の
同
窓
で
、

同
大
学
の
教
授
を
な
さ
っ
た

著
名
な
国
文
学
者
、
武
田
祐

吉
先
生
が
作
詞
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
藤
校
長
が
、
当
時
、

音
楽
科
教
諭
だ
っ
た
市
村

（
旧
姓
梨
本
）
丈
一
先
生
に

「
め
ず
ら
し
い
校
歌
を
作
曲

し
て
欲
し
い
、
武
田
祐
吉
先

生
の
作
詞
に
曲
を
つ
け
て
欲

し
い
」
と
依
頼
さ
れ
、
か
な

り
の
推
敲
を
重
ね
ら
れ
て
作

曲
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
（
元

顧
問
常
任
指
揮
者
：
山
口

祐
二
先
生
談
）

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
訪
問
②
：
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
「
城
北

メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
」
よ
り

左
記
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
、
ま
た
は
、
ス
マ
ホ
で
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
む
こ

と
で
校
歌
を

聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

お
待
た
せ
し
ま
し
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す

左
に
あ
る
写
真
は
２
０
１
９
年
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
様
子
で
す
。

今
年
の
総
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の

開
催
予
定
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
総
会

令
和
５
年
９
月
１
６
日

（
土
）
１
５
時
半
よ
り
講
堂
に
て

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

同
１
６
時
半
よ
り
食
堂
に
て

参
加
費
無
料
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
変
更
が
あ
る
場
合
は
同
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。https://johoku-obkai.com

/2019年に開催されたホームカミングの様子（画像を修正しています）

２
０
２
２
年
３
月
２
５
日
よ
り

２
７
日
ま
で
、
香
川
県
善
通
寺
市
で

開
催
さ
れ
た
第
２
５
回
全
国
高
等
学

校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会
で
、
少
林

寺
拳
法
部
は
、
男
子
団
体
演
武
の
部

で
優
勝
し
ま
し
た
。

https://x.gd/49x6z



広
報
委
員:

以
前
よ
り
弓
道
部

が
あ
る
学
校
数
は
増
え
て
い
ま
す
か
？

島
村:

『
ツ
ル
ネ-

風
舞
高
校
弓

道
部-

』
と
い
う
、
京
都
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
制
作
の
ア
ニ
メ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

放
映
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
弓

道
の
人
気
が
出
た
と
思
い
ま
す
よ
。

高
校
の
競
技
人
口
で
は
、
柔
道
や
剣

道
を
抜
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
ね
。

今
の
道
場
は
三
代
目
で
す
。
初
代

の
弓
道
場
は
私
が
高
校
に
入
学
し
た

１
９
７
１
年
（
昭
和
４
６
年
）
の
時

に
は
ま
だ
あ
り
ま
し
た
。
二
代
目
の

弓
道
場
は
１
９
７
８
年
（
昭
和
５
３

年
）
に
、
三
代
目
の
今
の
道
場
は
、

近
藤
薫
明
先
生
宅
が
あ
っ
た
場
所
に

１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
９
月
に

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
城
北
の
よ
う
な

道
場
を
持
っ
て
い
る
高
校
は
昔

は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
す
の

で
、
東
京
都
の
都
大
会
の
試
合
を
城

北
の
弓
道
場
で
や
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。広

報
委
員:

初
代
か
ら
島
村
さ

ん
ま
で
Ｏ
Ｂ
会
長
は
ど
な
た
で
し
た

か
。島

村:

初
代
が
大
和
田
稔
さ
ん

［
１
９
５
９
年(

昭
和
３
４
年)

卒
第

１
１
回
生
］
、
ニ
代
目
が
澤
田
紀

雄
さ
ん
［
１
９
５
９
年(

昭
和
３
４

年)

卒
第
１
１
回
生
］
、
三
代
目
が

内
田
浩
さ
ん
［
１
９
７
３
年(

昭
和

４
８
年)

卒
第
２
５
回
生
］
、
そ
し

て
私
が
４
代
目
［
１
９
７
４
年
（
昭

和
４
９
年
）
卒
第
２
６
回
生
］
の

会
長
で
す
。

広
報
委
員:

良
い
道
場
で
良
き

広
報
委
員:

先
ほ
ど
名
簿
上
で

は
５
０
０
人
以
上
の
Ｏ
Ｂ
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
伺
い
ま
い
ま
し
た
が
、
Ｏ

Ｂ
で
現
役
生
の
練
習
指
導
を
な
さ

れ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

島
村:

師
範
の
内
田
浩
さ
ん

［
１
９
７
３
年(

昭
和
４
８
年
卒)

第

２
５
回
生
］
の
も
と
、
誠
弓
会
副
会

長
の
金
子
哲
也
さ
ん
［
１
９
９
０
年

（
平
成
２
年
）
卒
第
４
２
回
生
］

を
指
導
部
部
長
と
し
て
、
総
勢
１
０

名
の
称
号
者
ま
た
は
高
段
位
の
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
指
導
部
が
、
お
よ
そ
月
１
回

の
ペ
ー
ス
で
審
査
前
講
習
会
、
も
し

く
は
射
技
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
夏
の
合
宿
の
時
は
、

大
学
生
を
中
心
に
、
Ｏ
Ｂ
が
１
０

人
か
ら
１
５
人
程
度
、
自
費
参
加
で

指
導
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

島
村:

弓
道
の
段
位
に
は
、
初

段
、
弐
段
、
参
段
か
ら
十
段
ま
で
あ
っ

て
、
五
段
と
六
段
の
間
に
、
段
位

と
は
別
に
錬
士
と
言
う
称
号
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
弓

道
で
は
、
錬
士
五
段
を
と
っ
て
い
な

い
と
人
に
指
導
が
で
き
な
い
の
で
す
。

普
通
は
、
大
学
四
年
間
で
取
れ
る

段
位
は
四
段
ま
で
が
一
般
的
で
す
。

社
会
人
で
経
験
を
積
ん
で
い
か
な
い

と
五
段
以
上
の
高
段
位
や
、
錬
士
以

上
の
称
号
は
取
れ
ま
せ
ん
。

広
報
委
員:

詳
し
く
段
位
を
教

次
の
同
窓
生
３
氏
が
発
起
人
と

な
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
ー
ウ
出

身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
兼
民
族
楽
器
バ
ン

ド
ゥ
ー
ラ
奏
者
の
オ
ク
サ
ー
ナ
・
ス

テ
パ
ニ
ュ
ッ
ク
さ
ん
主
演
、
小
松
真

知
子
＆
タ
ン
ゴ
ク
リ
ス
タ
ル
友
情
出

演
の
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
心
を

寄
せ
る
安
養
院
瑠
璃
光
堂
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
』
が
、
２
０
２
２
年

（
令
和
４
年
）
８
月
７
日(

日)

、
城
北

学
園
至
近
の
安
養
院
瑠
璃
光
堂
（
板

橋
区
東
新
町
）
に
て
、
大
平
智
子
氏

の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
小
野
澤
知
治
氏
（
１
９
５
２
年
卒
第
４

回
生
）
安
養
院
檀
家
責
任
総
代

・
今
井
正
司
氏
（
１
９
６
７
年
卒
第
１
９

回
生
）
（
元
）
学
校
法
人
城
北
埼
玉
学

園
城
北
埼
玉
中
学
・
高
等
学
校
常
任
理
事

・
小
野
澤
智
史
氏
（
１
９
８
４
年
卒

第
３
６
回
生
）
医
療
法
人
社
団
巧
智
会
理

事
長
・
お
の
ざ
わ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
長

第
一
部
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
姫
オ

ク
サ
ー
ナ
さ
ん
の
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ

ソ
プ
ラ
ノ
が
、
瑠
璃
光
堂
に
響
き
渡

り
、
オ
ク
サ
ー
ナ
さ
ん
の
故
郷
を
思

う
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
二
部
の
小
松
真
知
子

＆
タ
ン
ゴ
ク
リ
ス
タ
ル
に
よ
る
タ
ン

ゴ
の
名
曲
演
奏
。

そ
し
て
、
オ
ク
サ
ー
ナ
さ
ん
と
タ

ン
ゴ
ク
リ
ス
タ
ル
と
の
初
共
演
。
作

曲
家
・
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
と
し
て

多
く
の
演
奏
家
に
影
響
を
与
え
て
い

る
ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
の
作
品
か

ら
「
オ
ブ
リ
ビ
オ
ン
」
と
「
リ
ベ
ル

タ
ン
ゴ
」
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
者
数
は
９
４
名
、
事
前
に
支

援
金
を
お
寄
せ
頂
い
た
支
援
金
と
経

費
の
剰
余
金
を
合
わ
せ
た
額
は
、

９
６
万
２
２
０
０
円
に
な
り
、
こ
の

う
ち
、
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に

８
０
万
円
、
板
橋
区
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

難
民
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
１
６

万
２
２
０
０
円
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に

は
、
８
月
１
５
日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
が
、
直
接

イ
ン
ナ
・
イ
リ
ナ
三
等
書
記
官
に
会
っ

て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

( 3 ) 城 北 同 窓 会 報 第34号 令和5年8月1日

●あなたのPCまたはスマホで次にアクセスしてみてください https://johoku-obkai.com/

同
窓
生
の
書
籍
・
雑
誌

宇田哲雄さん（1983年卒・第35回生）
『キューポラの町の民俗学―近代鋳物産
業と民俗―』
発行： ブイツーソリューション
発売： 2019年2月10日
定価：税込4,290円
書店で要注文

阿部哲史さん（1983年卒・第35回生 剣道教士七段）
公益財団法人日本スポーツ協会発行『Sport Japan』
vol.59 2022年1・2月号
『いざ、ダイバーシティ！ スポーツで世界へ！⑤ 30年間続
くハンガリーでの剣道指導まいた種は生涯 スポーツの大木に』

電話：03-6910-5805
E-mail：sports-j@japan-sports.or.jp
関連記事：https://johoku-obkai.com/class/1569/

Ｏ
Ｂ
会
訪
問

会
長

島
村
吉
郎
さ
ん

初代弓道場 1957年
（昭和32年）頃撮影

夏合宿で中1新入部員を教
える狩野才門さん第63回生

同
窓
生
３
氏
に
よ
る

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
心
を
寄
せ
る

安
養
院
瑠
璃
光
堂
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
開
催左端 今井正司氏 第19回生

右端小野澤智史氏 第36回生

え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

島
村:

五
段
、
錬
士
、
六
段
、
教

士
、
七
段
、
八
段
と
審
査
を
受
け
て

行
き
ま
す
。
そ
の
後
の
、
範
士
、
九

段
十
段
は
推
薦
で
す
。
Ｏ
Ｂ
に
は
教

士
六
段
が
２
人
い
ま
す
。
私
の
一
つ

上
の
代
で
、
前
会
長
で
現
師
範
の
内

田
浩
さ
ん
［
１
９
７
３
年(

昭
和
４

８
年)

卒
第
２
５
回
生
］
、
私
と
同

学
年
の
出
下
晃
一
郎
さ
ん
［
１
９

７
４
年
（
昭
和
４
９
年
）
卒
第
２

６
回
生
］
で
す
。

取
材
日
：
２
０
２
０
年
１
月
２
５
日
。

本
文
中
の
年
数
も
取
材
日
に
基
づ
く
。

本
文
中
敬
称
略

①
弓
道
部
Ｏ
Ｂ
会
「
誠
弓
会
」

第4代「誠弓会」会長
島村吉郎氏（左から2人目）

オクサーナ・
ステパニュックさん

島
村:
弓
道
部
の
創
部
は
１
９
５

７
年
（
昭
和
３
２
年
）
１
１
月
で
、

２
０
２
０
年
時
点
で
６
３
年
目
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
１
９
５
９
年
（
昭

和
３
４
年
）
の
卒
業
生
が
Ｏ
Ｂ
の
１

回
生
に
あ
た
り
、
２
０
年
３
月
卒
業

の
令
和
元
年
度
の
９
名
を
加
え
る
と

「
誠
弓
会
」
在
籍
者
は
累
計
５
１
３

名
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
既
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

広
報
委
員:

６
３
年
間
で
５
０

０
人
と
い
う
Ｏ
Ｂ
の
数
は
、
私
が

思
っ
て
い
た
よ
り
意
外
と
多
い
で
す

ね
。島

村:

学
年
に
よ
っ
て
違
い
こ
そ

あ
れ
、
昔
は
Ｏ
Ｂ
に
な
る
の
は
年

に
５
人
か
ら
１
０
人
程
度
で
し
た
が
、

今
は
２
０
人
で
も
珍
し
く
な
い
で
す
。

２
０
２
０
年
の
高
３
は
９
人
、
高
２

は
２
２
人
お
り
ま
す
。
今
の
高
２
は

中
学
か
ら
続
け
て
、
ほ
と
ん
ど
が
辞

め
ず
に
大
部
分
が
高
校
に
残
り
ま
し

た
。
今
の
全
部
員
数
は
中
学
・
高
校

生
合
わ
せ
て
１
０
０
名
を
超
え
て
い

る
ん
で
す
よ
。

広
報
委
員:

中
高
生
合
わ
せ
て
、

そ
ん
な
大
人
数
が
在
籍
し
て
い
る
部

は
学
内
で
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

島
村:

特
に
中
学
生
の
部
員
数
が

以
前
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。
昔
の
城

北
で
す
と
、
中
学
は
２
ク
ラ
ス
し
か

な
か
っ
た
の
で
、
高
校
生
だ
け
で
１

５
人
か
ら
２
０
人
程
度
、
中
学
生
を

入
れ
て
も
多
い
時
で
５
０
名
程
度
で

し
た
の
で
、
今
１
０
０
人
を
超
え
る

部
員
数
が
い
る
と
、
広
い
と
言
わ
れ

て
い
る
弓
道
場
も
手
狭
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

広
報
委
員:

城
北
の
弓
道
場
は

広
い
方
な
の
で
す
か
？

島
村:

そ
う
で
す
。
都
内
で
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
広
い
で
す
。
弓
道
場
が

あ
る
学
校
は
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が
、

城
北
の⅓⅓

１
／
３
か
ら
半
分
程
度
の

広
さ
が
一
般
的
で
す
。
こ
の
道
場
の

広
さ
か
ら
し
て
、
本
来
は
一
度
に
弓

を
引
く
人
数
は
６
人
・
６
的
が
適
正

な
数
で
す
が
、
部
員
数
が
多
い
の
で
、

１
．
５
倍
の
９
人
・
９
的
で
普
段
は

練
習
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
に
指
導
し
て
も
ら
え
た
ら
、

成
績
も
上
が
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

島
村:

教
え
る
人
に
よ
っ
て
現
役

の
力
量
が
断
然
違
っ
て
く
る
の
で
す

よ
。
城
北
が
強
く
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
１
９
６
９
年
（
昭
和
４
４
年
）

ぐ
ら
い
に
、
早
稲
田
大
学
弓
道
部
出

身
の
鈴
木
弥
四
郎
先
生
が
顧
問
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
、
翌
年
に
鈴
木
弥
四

郎
先
生
と
同
じ
早
稲
田
大
学
弓
道
部

の
同
級
生
で
い
ら
し
た
大
川
宏
先
生

が
赴
任
さ
れ
て
、
こ
の
お
二
人
の
お

か
げ
で
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
高
３
の
時
の
１
９
７
３
年

（
昭
和
４
８
年
）
、
私
自
身
が
都
総

体
で
個
人
優
勝
し
て
、
三
重
県
伊
勢

市
で
あ
っ
た
第
１
８
回
全
国
総
体

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
個
人
出
場
し

て
い
ま
す
。
城
北
は
こ
の
年
の
都
大

会
の
秋
季
大
会
・
新
人
大
会
、
翌
年

の
春
季
大
会
を
３
連
続
で
団
体
戦
優

勝
し
て
お
り
ま
す
。
翌
１
９
７
４
年

（
昭
和
４
９
年
）
も
、
私
の
ひ
と
つ

下
で
、
誠
弓
会
副
会
長
の
月
岡
忠
さ

ん
［
１
９
７
５
年
（
昭
和
５
０
年
）

卒
第
２
７
回
生
］
が
、
都
総
体
で
個

人
優
勝
し
て
お
り
、
第
１
９
回
全
国

総
体
に
個
人
出
場
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
５
０
年
）

の
第
１
９
回
関
東
大
会
で
団
体
２
位

に
、
翌
年
の
第
２
１
回
全
国
総
体
で

は
団
体
で
出
場
し
て
い
ま
す
。
１
９

７
６
年
（
昭
和
５
１
年
）
は
都
総
体

で
団
体
優
勝
、
関
東
大
会
、
全
国
総

体
と
も
に
団
体
で
出
場
す
る
な
ど
、

個
人
の
力
量
ば
か
り
で
な
く
、
団
体

の
レ
ベ
ル
も
高
か
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す

６
３
年
間
の
通
算
成
績
で
い
う
と
、

東
京
都
大
会
の
個
人
で
優
勝
多
数
、

団
体
で
優
勝
多
数
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

（
全
国
総
体
）
個
人
出
場
が
１
０
回
、

最
高
順
位
は
全
国
７
位
、
団
体
出
場

が
９
回
、
最
高
順
位
は
全
国
７
位
、

関
東
大
会
は
個
人
優
勝
１
回
、
団
体

で
３
年
連
続
準
優
勝
、
全
国
選
抜
で

個
人
出
場
が
４
回
、
全
国
選
抜
で
団

体
出
場
が
６
回
と
い
う
実
績
で
す
。

１
９
７
４
年
卒
第
２
６
回
生



( 4 ) 城 北 同 窓 会 報 第34号 令和5年8月1日

●あなたのPCまたはスマホで次にアクセスしてみてください https://johoku-obkai.com/

訂

正

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
柔
志
会

柔
道
部
７
０
年
史
を
発
行

長
瀬
智
之
氏

第

回
生
の
個
展
開
催

ライブペイントで制作中の
王室騎兵隊 "暁光" The Light of Dawn

ま
た
、
阿
部
哲
史
氏
の
関
連
記
事

は
、
業
種
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委

員
会
対
談
と
し
て
、
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://johoku-obkai.com
/cla

ss/1569/

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
６

月
３
０
日
発
行
同
窓
会
報
第
３
３

号
で
、
４
ペ
ー
ジ
４
段
１
６
行
目

及
び
７
段
目
訃
報
に
お
い
て
石
丸

克
己
先
生
を
「
元
学
園
長
」
と
し

た
表
記
は
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
度

中
曽
隆
宏
（
教
頭
・
国
語
科
）

杉
町
剛
（
国
語
科
）

横
山
ま
や
（
養
護
）

２
０
２
２
年
度

阪
本
晴
樹
（
国
語
科
）

真
柄
昌
弘
（
社
会
科
）

二
宮
信
太
郎
（
理
科
）

大
谷
隆
康
（
体
育
科
）

２
０
２
１
年
４
月

大
庭
龍
夫
（
英
語
科
）

２
０
２
２
年
２
月

夏
目
暢
之
（
数
学
科
）

訃

報
（
敬
称
略
）永年常任幹事運営委員とし

て同窓会の活動に関わって
いただいた14回生の夏目さ
ん。ご冥福をお祈りします。

学
園
退
職
者
（
敬
称
略
）

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
を

開
始
し
ま
し
た

若
井
康
裕
氏

前
同
窓
会
会
長
を
し
の
ぶ

突
然
の
訃
報
で
し
た
。
昨
年
１

２
月
の
会
議
、
そ
し
て
、
そ
の
あ

と
の
忘
年
会
で
の
元
気
な
お
姿

（
写
真
）
が
最
後
に
な
る
と
は
想

像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
月

上
旬
に
入
院
さ
れ
、
直
後
の
２
３

日
に
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

わ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

若
井
さ
ん
は
１
４
回
生
で
、
同

窓
会
第
７
代
目
の
会
長
と
し
て
２

期
５
年
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
就

任
時
か
ら
同
窓
会
役
員
の
若
返
り

と
世
代
交
代
の
必
要
性
を
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
４
１
回

生
の
内
野
会
長
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
が
実
現
し
、
若
い
役
員
が
就
任

さ
れ
た
こ
と
を
見
届
け
て
安
心
さ

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

活
動
の
報
奨
制
度
の
実
施
や
積
極

的
に
学
校
活
動
に
参
加
さ
れ
、
同

窓
会
と
学
園
と
の
パ
イ
プ
が
太
く

な
っ
た
こ
と
も
今
後
の
同
窓
会
運

営
に
と
っ
て
は
大
き
な
貢
献
で
す
。

ご
本
人
に
と
っ
て
心
残
り
だ
っ
た

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
総
会
や
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
が
実
施
で
き
ず
、
同

窓
生
同
士
の
絆
を
強
め
る
機
会
が

失
わ
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

我
々
残
さ
れ
た
役
員
と
し
て
は

故
人
の
遺
志
を
継
ぎ
、
若
井
さ
ん

の
念
願
で
あ
っ
た
「
同
窓
会
の
活

性
化
」
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ

と
で
す
。
幸
い
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

活
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
る
方
向
に 2022年12月撮影

に
あ
り
、
内
野
会
長
を
は
じ
め
若
い
役

員
の
方
た
ち
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
行

動
に
移
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
若
井
さ
ん
の
遺
志
に
沿
う
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
副
会
長

石
川
雅
弥

阿
部
哲
史
氏

在
外
公
館
長
表
彰

２
０
２
３
年
３
月
３
日
、
在
ハ
ン

ガ
リ
ー
日
本
国
大
使
館
大
使
公
邸
に

お
い
て
令
和
４
年
度
在
外
公
館
長
表

彰
が
行
わ
れ
、
阿
部
哲
史
さ
ん
（
１

９
８
３
年
卒
第
３
５
回
生
）
に
、
大

鷹
大
使
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
１
９
９
２
年
４
月

に
青
年
海
外
協
力
隊
に
お
け
る
初
め

て
の
剣
道
コ
ー
チ
と
し
て
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
剣
道
連
盟
に
派
遣
さ
れ
て
以
降
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
剣
道
連
盟
に
お
い
て
テ

ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
兼
代
表
チ
ー

ム
の
監
督
、
そ
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
大
学
の
教
員

（
日
本
の
国
際
武
道
大
学
か
ら
出
向
）

と
し
て
、
剣
道
の
普
及
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
剣
道
・
武
道
に
お
け

る
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
両
国
の
人
材

育
成
を
積
極
的
に
手
が
け
、
人
的
交

流
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
著
書
・
論
文
・
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
、
剣
道
・
武
道
・

日
本
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
に
も

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。
（
本
文
と
写
真
出
展

在
ハ
ン

ガ
リ
ー
日
本
国
大
使
館
）

特
別
展
『
長
瀬
智
之
展
肖
像
画
に

生
き
る
永
遠
の
名
馬
た
ち
』
が
、
東

京
都
府
中
市
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
博
物
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
馬
の
学
び
舎
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
の
両
会
場
で
、

２
０
２
２
年
４
月
２
３
日
（
土
）
か

ら
８
月
２
８
日
（
日
）
ま
で
の
期
間

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
の
開
催
予
定
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
３
度
も
延

期
さ
れ
、
漸
く
開
催
さ
れ
た
同
展
に
は
、

長
瀬
氏
が
こ
れ
ま
で
に
描
い
て
き
た
名

馬
た
ち
の
肖
像
画
を
は
じ
め
、
五
冠
馬

で
あ
る
シ
ン
ザ
ン
、
シ
ン
ボ
リ
ル
ド
ル

フ
、
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
を
一
枚
に

描
い
た
最
新
作
を
含
む
、
絵
画
作
品
約

７
０
点
を
一
堂
に
紹
介
す
る
大
規
模
個

展
で
す
。

約
４
か
月
間
の
会
期
中
に
、
氏
は
英

国
の
王
室
騎
兵
隊
「
暁
光
」The

Light

ofD
aw
n

を
テ
ー
マ
に
し
た
大
作
を
描

き
上
げ
ま
し
た
。

長
瀬
智
之
氏
関
連
記
事

https://johoku-obkai.com
/grad

uate/1800/

柔
道
部
は
１
９
５
１
年
（
昭
和
２

６
年
）
９
月
に
創
部
さ
れ
、
２
０
２
１

年
（
令
和
３
年
）
に
創
部
７
０
周
年
を

記
念
し
「
城
北
学
園
柔
道
部
７
０
年
史
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

連
絡
先
：johoku14kai@

gm
ail.com

城
北
学
園
か
ら
寄
付
の
お
願
い

城
北
学
園
で
は
、
教
育
活
動
の
充

実
、
学
生
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て

一
口
１
万
円
の
募
金
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
同
窓
会

へ
の
寄
付
の
依
頼
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
卒
業
生
と
し
て
後
輩
の
た
め
に
、

と
の
思
い
を
お
持
ち
の
方
は
詳
細
に

つ
い
て
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.johoku.ac.jp/in

troduction/donations/

本
年
６
月
よ
り
、
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
る
同
窓
会
の
活
動
お
よ
び
城

北
学
園
に
関
す
る
情
報
の
配
信
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
メ
ー
ル
登
録
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
、
長
ら

く
お
待
た
せ
を
し
て
し
ま
い
、
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
、
５
５
０
名
以
上
の
方
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
母
校
城

北
学
園
の
最
新
情
報
に
留
ま
ら
ず
、

日
本
中
い
や
世
界
中
で
活
躍
し
て
い

る
同
窓
生
の
動
向
な
ど
も
併
せ
て
お

送
り
す
る
予
定
で
す
。
会
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
閲
覧
し
て
い
た

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
登
録
は
随
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住
所
変
更
ペ
ー
ジ

に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

近
藤
薫
明
先
生
奨
学
基
金

「
奨
学
金
は
修
学
上
経
済
的
援
助
を

必
要
と
す
る
者
に
支
給
す
る
」
と
の

規
程
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
に
１
２

０
万
円
、
そ
し
て
、
４
年
度
に
１
０

０
万
円
が
選
定
さ
れ
た
中
学
生
・
高

校
生
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

３
２


